
　

本
年
度
米
沢
栄
養
大

学
、
米
沢
女
子
短
期
大

学
へ
ご
入
学
さ
れ
た
学

生
の
皆
さ
ん
、
保
護
者

の
皆
様
ご
入
学
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
教
育

振
興
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
教
育
振
興
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
遠
藤
隆
幸
と
申
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
精
一
杯

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
一
年
間
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
昨
年
よ
り
「
五

類
感
染
症
」
移
行
に
伴
い
、
感
染
症
対
策
も
緩
和
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
入
学
さ
れ
ま
し
た
友
人
と
の
学
び

や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
交
流
、
地
域
の
文
化
な
ど
に

も
触
れ
、
大
学
生
活
を
謳
歌
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、そ
の
先
に
あ
る
自
分
自
身
の
目
標
、

思
い
描
い
た
将
来
の
夢
に
向
け
て
確
実
に
歩
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

両
大
学
で
の
各
種
資
格
取
得
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

支
援
、
病
院
や
地
域
自
治
体
と
の
連
携
事
業
、
就
職

活
動
や
編
入
学
へ
向
け
て
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す

学
長
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
よ
り
良

い
充
実
し
た
大
学
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、
教
育
振

興
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
最
大
限
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続

き
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
程
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

近
年
、
お
店
の
券
売
機
が
複
雑
に
な

り
自
分
の
食
べ
た
い
物
を
正
確
に
選
択

で
き
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
単
品

や
大
盛
り
な
ら
押
せ
る
が
、
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
や
ト
ッ
ピ
ン
グ
と
な
る
と
け
っ

こ
う
難
し
い
。
メ
ニ
ュ
ー
表
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
店
も
あ
り
、
券

売
機
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
格
闘
で
あ
る
。

お
店
に
入
っ
て
気
楽
に
ご
飯
に
あ
り
つ

け
る
時
代
は
去
っ
た
と
い
え
る
。
注
文

ま
で
が
一
大
事
だ
。

　

そ
う
な
る
と
、
自
分
み
た
い
な
年
寄

り
が
入
店
可
能
な
お
店
は
限
ら
れ
て
く

る
。
世
の
中
、
人
手
不
足
で
店
員
さ
ん

が
来
て
く
れ
て
注
文
す
る
な
ん
て
い
う

お
店
は
街
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
。
現
金

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
な
ん
て
い
う
お
店

も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
資
本
主
義
は
、

今
ま
で
普
通
で
あ
っ
た
、
客
側
の
選
択

の
多
様
性
や
自
由
度
の
拡
大
（
幻
想
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
）
で
は
な

く
、
資
本
側
が
提
示
す
る
範
囲
内
で
の

衣
食
住
の
享
受
へ
と
矮
小
化
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。
現
状
的
な
衣
食
住
を

維
持
で
き
る
の
は
一
定
水
準
以
上
の
経

済
を
有
す
る
ご
く
わ
ず
か
な
人
だ
け
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
時
代
に
つ
い
て

い
け
な
い
我
が
身
は
ふ
と
考
え
る
。

　

お
金
持
ち
で
は
な
い
、
さ
り
と
て
機

械
操
作
が
得
意
で
あ
る
わ
け
で
も
な

い
、
超
平
均
的
な
昭
和
世
代
で
あ
る
自

分
は
、
い
か
に
し
て
高
度
化
す
る
社
会

に
適
合
し
て
い
く
か
よ
り
も
、
ど
の
よ

う
に
し
て
う
ま
く
逃
げ
切
る
か
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
に
な
る
。
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学
生
の
頃
、
学
費
と
し
て
使
う
べ
き

お
金
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
溜
め
た
貯
蓄
を

加
え
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
音
楽
を
や
る
た
め
だ
。

当
時
、
国
産
の
も
の
は
ま
だ
使
い
物
に

な
ら
ず
、
米
国
の
会
社
か
ら
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
直
輸
入
し
、
英
語
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
解
読
し
な
が
ら
音
源
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
接
続
し
て
、
よ
う
や
く
思
い
通
り
の

音
が
出
せ
た
と
き
に
は
感
涙
し
た
。

　

現
代
の
学
生
が
、
当
時
の
私
と
同
じ

こ
と
を
す
る
な
ら
、
お
そ
ら
く
数
分
の

一
く
ら
い
の
予
算
と
半
分
く
ら
い
の
労

力
で
事
足
り
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と

は
昔
と
今
と
で
人
の
創
造
力
が
異
な
る

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
い
わ
ゆ
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
進
展
は
、
人
間
の
文
化
活

動
の
裾
野
を
広
げ
、
遥
か
彼
方
の
山
の

頂
を
手
の
届
く
も
の
に
し
た
。
誰
も
が

表
現
者
に
な
れ
る
時
代
で
あ
る
が
、
山

頂
に
達
す
る
に
は
相
応
の
準
備
と
訓
練

が
要
る
。
遭
難
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る

だ
ろ
う
。
た
だ
、
実
際
に
登
ろ
う
と
す

る
か
否
か
が
最
初
の
問
題
で
あ
る
。

　

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
は
、
知
恵

と
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
意
志
の
力
が

必
要
だ
が
、
深
く
考
え
る
こ
と
は
な

い
。
と
に
か
く
や
る
。
そ
れ
だ
け
だ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
れ
が
最
大
の
関
門
だ
っ

た
と
今
な
ら
分
か
る
。
ち
な
み
に
学
生

時
代
の
私
は
、（
学
部
長
・
総
長
を
経

て
）
文
部
大
臣
か
ら
の
学
費
督
促
状
と

い
う
、
滅
多
に
目
に
し
な
い
も
の
を
あ

り
が
た
く
頂
戴
し
た
。

　
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
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米
沢
栄
養
大
学
お
よ
び
米
沢
女
子
短
期
大

学
の
学
長
の
阿
部
宏
慈
で
す
。

　

教
育
振
興
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
学

の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご

支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
の
入
学
式
は
、
吉
村
美
栄
子
山
形
県

知
事
、
近
藤
洋
介
米
沢
市
長
、
猪
脵
郁
子
同

窓
会
長
ご
臨
席
の
も
と
、
大
学
・
短
大
合
同

で
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

学
長
で
あ
る
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で

あ
り
ま
し
た
。

　

振
興
会
様
か
ら
は
学
生
の
学
び
や
課
外
活

動
に
欠
か
せ
ぬ
設
備
・
備
品
、
図
書
な
ど
に

つ
い
て
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
特
に
学
生
の
将
来
に
と
っ
て
き
わ
め
て

重
要
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ご
支
援
の
お
か
げ
も
あ
り
、
両
大
学

は
、
就
職
や
編
入
学
な
ど
の
進
路
の
指
導
に

お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
実
績
を
挙
げ
て
お
り
ま

す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
学
生
で
言
え
ば
、
栄
養
大
学

の
入
学
生
も
二
年
連
続
で
県
内
出
身
者
が
五

〇
％
を
超
え
、
県
立
大
学
と
し
て
は
大
変
う

れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
病
院
と
の
連

携
事
業
や
、
自
治
体
特
に
米
沢
市
と
の
連
携

事
業
な
ど
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
就
職

の
実
績
は
就
職
率
一
〇
〇
％
を
維
持
し
、
県

内
外
で
の
卒
業
生
の
活
躍
ぶ
り
は
ま
こ
と
に

う
れ
し
い
限
り
で
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
本
学
の

存
在
感
を
高
め
る
べ
く
、
広
報
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

短
期
大
学
も
、
実
践
的
な
科
目
を
数
多
く

配
置
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
等
の
検
定
試
験
へ

の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
免
許
の
基
礎
的

な
科
目
や
司
書
資
格
あ
る
い
は
学
芸
員
資
格

な
ど
の
取
得
に
向
け
て
の
準
備
な
ど
補
助
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
中

止
し
て
い
た
海
外
実
習
も
今
年
度
は
実
施
す

る
予
定
で
す
。
本
学
の
強
み
の
一
つ
で
あ
る

四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
に
つ
い
て
も
指
導

に
力
を
入
れ
、
編
入
学
希
望
の
実
現
に
向
け

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、栄
大
、米
短
の
学
生
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
変
か
わ
い
が
っ
て

い
た
だ
き
、
勉
学
に
は
げ
む
に
も
っ
て
こ
い

の
環
境
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
市
内
の
商
業
活
動
や
市
民
活
動
に
と
っ

て
も
栄
大
、
短
大
の
若
い
力
は
、
欠
か
せ
な

い
資
源
で
す
。
今
後
も
連
携
に
力
を
い
れ
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

本
学
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大
学
短
大
で

の
学
生
生
活
が
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
と

な
る
べ
く
、
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層

の
ご
理
解
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
し
、
学
長

か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
た
な
生
活
へ
の
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
迎
え

た
入
学
式
か
ら
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
忙
し
い

な
が
ら
も
新
し
い
環
境
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会

い
を
通
し
て
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

「
大
学
で
の
勉
強
は
今
ま
で
の
常
識
が
通
用
し

な
い
。」
入
学
し
て
早
々
私
は
困
惑
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
授
業
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
る

だ
け
で
し
た
が
、
大
学
で
は
授
業
の
理
解
を
自
分

な
り
に
深
め
、
自
ら
新
た
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
も
ま
だ
慣
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
自
分
に
合
う
勉
強
の
方
法
を
模
索
し
続
け
て

様
々
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
大
学
は
勉
強
す
る
た
め
だ
け
の
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
活
動
な

ど
多
く
の
人
と
関
わ
り
自
分
の
可

能
性
を
広
げ
る
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
。
私
も
現
在
サ
ー
ク

ル
に
所
属
し
て
お
り
色
々
な
人
と

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
自
分
次

第
で
ど
の
方
向
に
も
変
え
て
い
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
自
主
的
に

学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
へ
の
期
待
と
不
安
を

胸
に
抱
え
た
入
学
式
か
ら
三
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
そ
の
間
に
も
、
研
修
旅
行
や
来
年
に
向

け
た
編
入
・
就
職
活
動
へ
の
準
備
な
ど
、
様
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣
れ
な
い
大

学
生
活
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
友

人
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
今
で
は
楽
し
く
充
実

し
た
短
大
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
生
と
し
て
生
活
し
て
い
く
中
で
、

高
校
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
で
の
授
業
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
毎
日
新
し
い
発

見
が
あ
っ
た
り
、
今
ま
で
の
自
分
の
考
え
が
覆

る
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
り
と
、
日
々
驚
く
こ

と
ば
か
り
で
す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
が
、
充
実

し
た
大
学
生
活
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
私
は
卒
業
後
、
民
間
企
業
へ
の
就
職
を
考

え
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
か

ら
も
必
要
に
な
る
主
体
性
や
、

物
事
を
掘
り
下
げ
て
よ
り
深
く

考
え
る
力
な
ど
、
こ
の
米
沢
女

子
短
期
大
学
で
身
に
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
き
ま
す
が
、
大
学
だ

か
ら
こ
そ
の
学
び
を
大
切
に

し
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
で
き

る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

ご
あ
い
さ
つ
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学

学　

長　

阿
　
部
　
宏
　
慈

新
入
生
の
声

新
入
生
の
声

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

健
康
栄
養
学
部　
健
康
栄
養
学
科

一
年

土　
屋　
胡
々
南

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

国
語
国
文
学
科一

年

大
河
原　
こ
こ
ろ
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会
　
長

遠
藤　

隆
幸（
二
年
保
護
者
）

副
会
長

加
藤　

貴
博（
一
年
保
護
者
）

遠
藤　

克
之（
一
年
保
護
者
）

吉
田　
　

歓（
図
書
館
長
）

理
　
事

濱
田　

明
孝（
四
年
保
護
者
）

赤
間　

吉
広（
三
年
保
護
者
）

小
関　

陽
市（
二
年
保
護
者
）

渡
辺　

浩
行（
二
年
保
護
者
）

髙
橋　

和
廣（
二
年
保
護
者
）

浅
野　

美
和（
一
年
保
護
者
）

保
科
ゆ
か
り（
一
年
保
護
者
）

金
光　

秀
子

（
栄
養
大
学
学
生
部
長
兼
栄
養
大

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

小
池　

隆
太

（
米
短
学
生
部
長
兼
米
短

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

渡
辺　

博
幸（
事
務
局
長
）

監
　
事

佐
藤
サ
ト
ミ（
二
年
保
護
者
）

五
十
嵐
裕
美（
一
年
保
護
者
）

西
川　

友
子

（
米
短
社
会
情
報
学
科
長
）

代
議
員

鈴
木　

洋
子（
四
年
保
護
者
）

峯
田　

雄
篤（
四
年
保
護
者
）

佐
々
木
琴
恵（
三
年
保
護
者
）

色
摩　

信
也（
三
年
保
護
者
）

漆
山　
　

裕（
二
年
保
護
者
）

我
妻　

敦
子（
二
年
保
護
者
）

安
部　

孝
義（
二
年
保
護
者
）

西
長　

孝
浩（
二
年
保
護
者
）

後
藤　

優
美（
二
年
保
護
者
）

佐
々
木
郁
文（
二
年
保
護
者
）

大
友　

美
樹（
二
年
保
護
者
）

遠
藤　

美
佳（
二
年
保
護
者
）

相
田　

則
之（
二
年
保
護
者
）

淀
川
久
美
子（
二
年
保
護
者
）

佐
藤　

弥
生（
二
年
保
護
者
）

金
子　
　

豊（
二
年
保
護
者
）

冨
樫　

圭
子（
二
年
保
護
者
）

小
玉　

康
彦（
一
年
保
護
者
）

菅
野　
　

誠（
一
年
保
護
者
）

佐
藤　

美
穂（
一
年
保
護
者
）

佐
藤　

勝
則（
一
年
保
護
者
）

鈴
木　

和
郎（
一
年
保
護
者
）

進
藤　

美
穂（
一
年
保
護
者
）

鈴
木　

淳
一（
一
年
保
護
者
）

渡
部　

正
之（
一
年
保
護
者
）

安
江　

恵
子（
一
年
保
護
者
）

阿
部　

光
敏（
一
年
保
護
者
）

沼
澤
奈
々
枝（
一
年
保
護
者
）

穴
澤　

栄
一（
一
年
保
護
者
）

岡
﨑
美
和
子（
一
年
保
護
者
）

大
和
田
浩
子

（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
長
）

松
井　

真
人（
米
短
副
学
長
）

佐
々
木
紀
一

（
米
短
国
語
国
文
学
科
長
）

渡
邊
真
由
美

（
米
短
英
語
英
文
学
科
長
）

布
施　

賢
治

（
米
短
日
本
史
学
科
長
）

幹
　
事

鈴
木　

清
晃（
事
務
局
員
）

会
　
計

井
渕　

善
洋（
事
務
局
員
）

書
　
記

原　

恵
美
子（
事
務
局
員
）

　

本
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
、
代
議
員
の

方
々
に
審
議
頂
き
、
次
の
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

一
　
令
和
五
年
度
事
業
実
績
報
告
及
び
収

支
決
算
に
つ
い
て

　

表
１
～
５
の
と
お
り
、
令
和
五
年
度

事
業
実
績
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

二
　
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
に
つ
い
て
　
　 

　

令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
に
つ
い
て
、
表
６
～
10
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

三
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

吉
野
祐
治
会
長
が
退
任
さ
れ
、
遠
藤

隆
幸
新
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
六
年
度
の
新
役
員
並
び
に
代
議
員
の

方
々
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

四
　
顧
問
の
選
任
に
つ
い
て
　
　
　

　

本
会
顧
問
と
し
て
次
の
方
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

石
黒　

龍
実
さ
ん

　
　

（
令
和
四
年
度
本
会
会
長
）

　

吉
野　

祐
治
さ
ん

　
　

（
令
和
五
年
度
本
会
会
長
）

五
　
寄
付
に
つ
い
て
　

　

令
和
五
年
度
の
図
書
整
備
拡
充
費
に

よ
り
購
入
し
た
図
書
（
七
百
十
八
冊
）

及
び
、
学
内
に
設
置
し
た
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
を

法
人
に
寄
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１　事業等
⑴　就職・編入学支援関係事業
　①就職支援員の配置（栄養大・米短大生の就職相談・支援等）
　②就職・編入学対策講座等の開設支援（講師謝金等の負担）

実施月 講　座　等　名
令和５年４月 履歴書・自己ＰＲ・面接実戦講座、面接練習・面接訓練・

グループディスカッション講座、編入学ガイダンス・志望
理由書・英語・小論文講座、公務員勉強会（～７月まで毎月）

５月 公務員模試（実戦）①
６月 公務員模試（実戦）②、編入学小論文模試（人文・社会）
７月 ビジネスマナー講座（インターンシップ事前講座）、編

入学小論文模試・英語模試、ＯＧの話を聞く会（編入
学）、公務員模試（実戦）③

９月 編入学面接練習

10月 公務員面接練習、公務員勉強会（～12月まで毎月）、
ＯＢ・ＯＧの話を聞く会（栄養大）

11月 公務員模試（基礎）①、社会人基礎力養成講座、ＯＧの
話を聞く会（公務員、就職）

12月 就活対策強化講座（～１月まで全３回）
令和６年１月 合格体験報告会（公務員、編入学）、公務員模試（基礎）②

２月 就職内定体験報告会
※一部法人予算を含む。
　③その他
　　・就職・編入学支援関連図書の購入
　　・管理栄養士国家試験対策関連書籍の購入
⑵　学生への助成
①公務員模試受験料への助成（助成額900円／人（受験料1,900
円））延べ101名受験
②学生の資格（TOEIC、日商PC検定、情報処理技術者、日商
簿記、ピアヘルパー認定）取得への助成（助成額1,000円/
人　※TOEIC（公開試験）と情報処理技術者試験は2,000円
/人）延べ158名受験
③スポーツ大会（全国・東北）への参加経費への助成：少林寺
拳法（全国・東北）１名、陸上競技（全国・東北）１名

⑶　オープンキャンパス開催への支援
　　サポート学生への謝礼等の支出
　　栄大13名　短大51名
⑷　教育振興会会報の発行
　　第１号（8/20）、第２号（1/20）、第３号（3/10）
⑸　図書の購入、施設整備
　①図書・雑誌（学生希望）の購入
　②施設整備
　　・学内WIFI設置（Ａ号館情報処理教室１、Ｂ号館201教室）
　　・屋外防犯カメラの増設（栄養大１台）
　　・学生食堂のティーサーバーの更新（リース）
⑹　その他
　①学生相談業務（公認心理師の配置）
　②携帯用防犯ブザーの入学者への配布
　③学生教育研究災害保険付帯賠償責任保険への加入
　④広報事業（新聞への大学のPR広告掲載）
　⑤卒業生への卒業記念品（多機能防災ラジオ）の配布
　⑥学生自治会への助成（吾妻祭実施経費）

２　会議等
⑴　理事会・総会
　　日　　時　令和５年６月29日㈭
　　　　　　　理事会　17:00～
　　　　　　　総会　　18:00～
　　場　　所　理事会　短大Ｂ号館３階304教室
　　　　　　　総会　　短大Ｂ号館３階視聴覚教室
　　協議事項　令和４年度事業実績報告及び収支決算
　　　　　　　令和５年事業計画（案）及び収支予算（案）
　　　　　　　理事及び監事の選任について
　　　　　　　会長、副会長等の選任について　
　　　　　　　顧問の選任について
　　　　　　　寄付について
※新型コロナウイルス感染症対策のため、入学式を簡略化し
て開催、入学式に併せて開催していた入会式は中止した。

令
和
六
年
度
教
育
振
興
会
役
員
・
代
議
員
名
簿

（
敬
称
略
）

令
和
六
年
度
総
会
報
告

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　事業実績報告　（表１）
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〈収入の部〉 単位：円
大　 科　 目 小 　科　 目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要

会 費 14,345,000 14,315,000 △ 30,000
会 費 6,920,000 6,890,000 △ 30,000 @10,000×174名（栄養大）　@10,000×516名（短大）　@5,000×1名（短大半期分）　@退学者・休学者返金5,000円×3名
入 会 金 7,425,000 7,425,000 0 @25,000×297名（栄43・短254）　※入学生のみ

保 険 料 760,000 869,541 109,541 職員の保険料個人負担分
前 年 度 繰 越 金 1,962,077 1,962,077 0 令和４年度からの繰越金
諸 収 入 923 66 △ 857 預金利子等

合　　　　計 17,068,000 17,146,684 78,684
〈支出の部〉 単位：円

大　 科　 目 小 　科　 目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要
運 営 総 務 費 3,860,000 3,894,409 34,409

会 議 費 20,000 13,500 △ 6,500 総会・理事会等
職 員 費 3,100,000 3,253,399 153,399 職員（書記）賃金等
旅 費 80,000 65,000 △ 15,000 監査・総会・理事会出席旅費
需 用 費 10,000 616 △ 9,384 事務用品等
会 報 発 行 費 530,000 474,374 △ 55,626 会報の発行及び郵送料
総 務 諸 費 120,000 87,520 △ 32,480 振込手数料等

教 育 振 興 費 10,100,000 9,851,320 △ 248,680
進 路 指 導 費 6,500,000 6,674,241 174,241 キャリア支援講座、就職支援員の配置等
教 務 補 導 費 1,100,000 999,020 △ 100,980 賠償責任保険、実習関係助成等
学生自治会費 800,000 800,000 0 大学祭への助成
教育振興諸費 1,700,000 1,378,059 △ 321,941 卒業記念品関係

体 育 協 力 費 200,000 101,816 △ 98,184
総 体 参 加 費 200,000 101,816 △ 98,184 選手参加旅費支援
総体参加諸費 0 0 0

大学活性化対策支援費 480,000 287,890 △ 192,110
入 試 等 支 援 310,000 181,920 △ 128,080 オープンキャンパス開催支援
広報・公聴支援 170,000 105,970 △ 64,030 学園都市推進協議会、広告料等

特別会計繰出金 特別会計繰出金 2,328,000 2,328,000 0
予 備 費 100,000 0 △ 100,000

予 備 費 100,000 0 △ 100,000
合　　　　計 17,068,000 16,463,435 △ 604,565

（収入合計）－（支出合計）　17,146,684円－16,463,435円＝683,249円（令和６年度へ繰越）

〈収入の部〉 単位：円
大　 科　 目 小 　科　 目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要

施 設 拡 充 費 3,400,000 3,400,000 0
施 設 拡 充 費 3,400,000 3,400,000 0 ＠20,000×43名（栄養大）　＠10,000×254名（短大）

繰 入 金 3,744,000 3,333,304 △410,696
一般会計繰入金 2,328,000 2,328,000 0
積立金繰入金 1,416,000 1,005,304 △410,696

繰 越 金 872,310 872,310 0
前年度繰越金 872,310 872,310 0 令和４年度からの繰越金

諸 収 入 690 13 △677
雑 入 金 690 13 △677 預金利子等

合　　　　計 8,017,000 7,605,627 △411,373
〈支出の部〉 単位：円

大　 科　 目 小 　科　 目 予算額 決算額 増　　減 摘　　　　　　要
大 学 整 備 費 7,917,000 7,414,621 △502,379

整 備 拡 充 費 600,000 509,971 △90,029 学内WIFI設置、屋外防犯カメラ設置
環 境 整 備 費 1,660,000 1,450,240 △209,760 トレーニング機器リース　ティーサーバーリース（更新）　学内樹木雪囲い等
図書整備拡充費 5,157,000 4,972,197 △184,803 学生希望図書、電子書籍等
記念資料室整備充実費 500,000 482,213 △17,787 企画展運営及び資料整理経費等

積 立 金 積 立 金 0 0 0
予 備 費 100,000 0 △100,000

予 備 費 100,000 0 △100,000
合　　　　計 8,017,000 7,414,621 △602,379

（収入合計）－（支出合計）　7,605,627円－7,414,621円＝191,006円（令和６年度へ繰越）

単位：円
科　　目 期　首　残　高 期中積立額 期中取崩額 期 末 残 高 摘　　　　　　要
積立金 12,412,001 258 1,005,304 11,406,955 市内の金融機関４行に定期預金として預入

新規積立　　0円
　利息　　　258円

〈収入の部〉 単位：円
大科目 小科目 予算額　 決算額 増　　減 摘　　　要

繰 入 金 0 0 0
繰 入 金 0 0 0

繰 越 金 4,497,630 4,497,630 0
前年度繰越金 4,497,630 4,497,630 0 令和４年度からの繰越金

貸付金回収収入 0 0 0
奨学金回収収入 0 0 0

合　　　　計 4,497,630 4,497,630 0
〈支出の部〉 単位：円

大科目 小科目 予算額　 決算額 増　　減 摘　　　要
貸 付 金 3,600,000 0 △3,600,000

奨学金貸付金 3,600,000 0 △3,600,000
事 務 費 300,000 0 △300,000

事 務 費 300,000 0 △300,000
予 備 費 597,630 0 △597,630

予 備 費 597,630 0 △597,630
合　　　　計 4,497,630 0 △4,497,630

（収入合計）－（支出合計）　4,497,630円－0円＝4,497,630円（令和６年度へ繰越）

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　一般会計収支決算　（表２）

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（施設拡充費）収支決算　（表３）

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　奨学金貸付特別会計収支決算（表５）

令和５年度山形県公立大学法人教育振興会の会計監査を実施した
ところ、業務、帳簿・証拠書類等適正に執行されていたことを報
告いたします。
　令和６年６月18日
　　　　　　　　　　　　山形県公立大学法人教育振興会

㊞　

㊞　

㊞　

※印影については、個人情報のため、削除しております。

監　査　報　告　書

令和５年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（積立金）収支決算　（表４）
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１　事業等
⑴　就職・編入学支援関係事業
・就職支援員の配置
・就職・編入学対策講座等の開設支援（講座の講師謝金負担等）
・就職・編入学、国家試験（管理栄養士）関連図書の購入

⑵　学生への助成
・各種試験（公務員模試、資格取得（TOEIC、日商
PC検定、情報処理技術者、日商簿記、ピアヘルパー
認定））受験への助成　

・スポーツ大会（全国・東北）への参加経費への助成
⑶　オープンキャンパス開催への支援
　参加生徒との交流（懇談）にかかる経費の支出
・短期大学オープンキャンパス　７月27日㈯及び７月28日㈰
・栄養大学オープンキャンパス　８月３日㈯及び８月４日㈰

⑷　教育振興会会報の発行　　年２回発行
※印刷経費が高騰しており、郵送料の値上げも今年度
後半見込まれることから、発行回数は年２回とす
る。ただし第２号のページ数はＰ４からＰ８とする
ことにより、掲載内容は減らさないようにする。
※各大学の行事等の情報についてはLINEで提供

⑸　図書等の購入、環境整備拡充
　①学生及び学科の希望する図書の購入
　②学生の教育環境や学生生活の充実に必要な施設等の整備
・短大Ａ号館205号室のエアコン更新（教育振興

会で過去に整備したが故障中）
・学内樹木の管理　　等

⑹　その他
①学生相談業務（公認心理師の配置）
②携帯用防犯ブザーの入学者への配布
③学生教育研究災害保険付帯賠償責任保険への加入
④広報事業（新聞への大学のPR広告掲載）
⑤卒業生への卒業記念品の配布
⑥学生自治会への助成（吾妻祭）

２　会議等
⑴  入会式の開催　⑵　理事会の開催　⑶　総会の開催
※これまで新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、中止していた入会式を再開

単位：円
科　　目 期　首　残　高 期中積立額 期中取崩額 期 末 残 高 摘　　　　　　要
積立金 11,406,955 3,200,000 3,900,000 10,706,955 市内の金融機関３行に定期預金として預入　奨学金特別会計から繰入

〈収入の部〉 単位：円
大科目 小科目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　要

繰 入 金 0 0 0
繰 入 金 0 0 0

繰 越 金 4,497,630 4,497,630 0
前年度繰越金 4,497,630 4,497,630 0 令和５年度からの繰越金

貸付金回収収入 0 0 0
奨学金回収収入 0 0 0

合　　　　計 4,497,630 4,497,630 0

〈支出の部〉 単位：円

大科目 小科目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　要
貸 付 金 1,200,000 3,600,000 △2,400,000

奨学金貸付金 1,200,000 3,600,000 △2,400,000 60万円×２名
事 務 費 50,000 300,000 △250,000

事 務 費 50,000 300,000 △250,000 切手、郵送料等
繰 出 金 3,200,000 0 3,200,000

積立金繰出金 3,200,000 3,200,000
予 備 費 47,630 597,630 △550,000

予 備 費 47,630 597,630 △550,000
合　　　　計 4,497,630 4,497,630 0

〈収入の部〉 単位：円
大　 科　 目 小 　科　 目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要

施 設 拡 充 費 3,300,000 3,400,000 △100,000
施 設 拡 充 費 3,300,000 3,400,000 △100,000 ＠20,000×46名（栄養大）　＠10,000×238名（短大）

繰 入 金 4,421,000 3,744,000 677,000
一般会計繰入金 521,000 2,328,000 △1,807,000
積立金繰入金 3,900,000 1,416,000 2,484,000

繰 越 金 191,006 872,310 △681,304
前年度繰越金 191,006 872,310 △681,304 令和５年度からの繰越金

諸 収 入 994 690 304
雑 入 金 994 690 304 預金利子等

合　　　　計 7,913,000 8,017,000 △104,000
〈支出の部〉 単位：円

大　 科　 目 小 　科　 目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要
大 学 整 備 費 7,863,000 7,917,000 △54,000

整 備 拡 充 費 730,000 600,000 130,000 短大Ａ号館205号室　エアコン更新
環 境 整 備 費 1,500,000 1,660,000 △160,000 トレーニング機器リース、ティーサーバーリース、学内樹木雪囲い等
図書整備拡充費 5,233,000 5,157,000 76,000 学生希望図書、電子書籍等
記念資料室整備充実費 400,000 500,000 △100,000 企画展運営及び資料整理経費等

積 立 金 積 立 金 0 0 0
予 備 費 50,000 100,000 △50,000

予 備 費 50,000 100,000 △50,000
合　　　　計 7,913,000 8,017,000 △104,000

〈収入の部〉 単位：円
大　科　目 小　科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要

会 費 13,870,000 14,345,000 △475,000
会 費 6,770,000 6,920,000 △150,000 @10,000×178名(栄養大）　@10,000×499名（短大）
入 会 金 7,100,000 7,425,000 △325,000 @25,000×297名（栄46・短238）※入学生のみ

保 険 料 1,000,000 760,000 240,000 職員の保険料個人負担分
前 年 度 繰 越 金 683,249 1,962,077 △1,278,828 令和５年度からの繰越金
諸 収 入 751 923 △172 預金利子等

合　　　　計 15,554,000 17,068,000 △1,514,000
〈支出の部〉 単位：円

大　 科　 目 小 　科　 目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 摘　　　　　　要
運 営 総 務 費 4,353,000 3,860,000 493,000

会 議 費 20,000 20,000 0 総会・理事会等
職 員 費 3,660,000 3,100,000 560,000 書記賃金等
旅 費 80,000 80,000 0 会議等
需 用 費 8,000 10,000 △2,000 事務用品、印刷経費等
会 報 発 行 費 485,000 530,000 △45,000 会報の発行及び郵送料
総 務 諸 費 100,000 120,000 △20,000 振込手数料等

教 育 振 興 費 10,120,000 10,100,000 20,000
進 路 指 導 費 6,700,000 6,500,000 200,000 就職支援員の配置、キャリア支援講座等
教 務 補 導 費 1,000,000 1,100,000 △100,000 学生の保険加入、学生相談経費等
学生自治会費 800,000 800,000 0 自治会活動（大学祭）補助
教育振興諸費 1,620,000 1,700,000 △80,000 入学・卒業式支援等

体 育 協 力 費 100,000 200,000 △100,000
総 体 参 加 費 100,000 200,000 △100,000 参加料・選手参加旅費

大学活性化対策支援費 410,000 480,000 △70,000
入 試 支 援 300,000 310,000 △10,000 オープンキャンパス開催支援等
広報・公聴支援 110,000 170,000 △60,000 学園都市推進協議会、広告掲載等

特別会計繰出金 特別会計繰出金 521,000 2,328,000 △1,807,000
予 備 費 50,000 100,000 △50,000

予 備 費 50,000 100,000 △50,000
合　　　　計 15,554,000 17,068,000 △1,514,000

米沢女子短期大学
LINE公式
アカウント

米沢栄養大学
LINE公式
アカウント

令和６年度　山形県公立大学法人教育振興会　事業計画　（表６）

令和６年度　山形県公立大学法人教育振興会　一般会計収支予算　（表７）

令和６年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（施設拡充費）収支予算　（表８）

令和６年度　山形県公立大学法人教育振興会　特別会計（積立金）収支予算　（表９）

令和６年度　山形県公立大学法人教育振興会　奨学金貸付特別会計収支予算　（表10）
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四
月
か
ら

心
理
学
科
目

と
教
職
科
目

を
中
心
に
担
当
し
て
お
り
ま

す
、
花
屋
道
子
と
申
し
ま
す
。

山
形
生
ま
れ
仙
台
育
ち
、
就
職

後
は
秋
田
、
青
森
と
東
北
各
地

を
わ
た
っ
た
の
ち
、
山
形
に

戻
っ
て
八
年
に
な
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

司
書
科
目
を
中
心
に
担
当
し
ま
す

大
沼
太
兵
衛
と
申

し
ま
す
。
狭
く
資

格
取
得
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
情
報

を
賢
く
活
用
で
き
る
力
や
批
判
的
な

思
考
力
を
学
生
が
身
に
つ
け
ら
れ
る

よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
史
学
科
に

着
任
し
た
桑
林
賢

治
と
申
し
ま
す
。

地
理
学
関
連
の
授
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
出
身
は
大
阪
府
で
、
大
学
進

学
後
は
今
春
ま
で
京
都
市
内
で
暮
ら

し
て
き
ま
し
た
。
未
熟
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
四
月

に
米
沢
栄
養

大
学
に
着
任

し
ま
し
た
小
原
仁
と
申
し
ま

す
。
米
沢
栄
養
大
学
に
勤
務
す

る
前
は
、
病
院
管
理
栄
養
士
と

し
て
約
三
十
年
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
。
授
業
で
は
病
院
管
理

栄
養
士
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ

を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

本
年
四
月
に
社

会
情
報
学
科
に
着

任
い
た
し
ま
し

た
、
山
田
忍
と
申
し
ま
す
。
経
済
学

を
始
め
と
す
る
社
会
科
学
分
野
の
授

業
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
学
生
の
皆

様
の
学
び
が
実
り
豊
か
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
形
県
立
米
沢

栄
養
大
学
の
助
手

に
な
り
ま
し
た
、

北
澤
寧
音
と
申
し
ま
す
。
昨
年
度
ま

で
は
本
学
の
学
生
と
し
て
勉
学
に
励

ん
で
お
り
ま
し
た
。
今
後
は
助
手
と

し
て
、
そ
し
て
時
に
卒
業
生
と
し

て
、
様
々
な
面
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
米

沢
女
子
短
期
大
学

で
日
本
語
教
育
を

担
当
致
し
ま
す
小
峰
克
之
と
申
し
ま

す
。
私
は
海
外
も
含
め
て
約
二
十
年

日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
見
を
学
生

た
ち
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
実
技

や
ス
ポ
ー
ツ
文
化

論
の
授
業
を
担
当

し
ま
す
村
井
友
樹
と
申
し
ま
す
。
自

然
豊
か
な
米
沢
の
環
境
を
活
か
し
な

が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

編
入
学
後
三
か
月
半
ほ
ど
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
今
私
が
短

大
で
や
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た

と
後
悔
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ

に
趣
味
を
最
大
限
追
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

編
入
後
は
日
々
の
授
業
と
そ
れ
に
付
随
す
る
課
題

や
テ
ス
ト
に
追
わ
れ
、
自
由
に
使
え
る
時
間
が
非

常
に
少
な
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

追
求
す
る
こ
と
は
編
入
後
の
学
び
や
、
就
職
に
少

な
か
ら
ず
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
編
入

学
対
策
を
し
て
い
る
最
中
は
「
そ
ん
な
余
裕
は
な

い
」
と
思
う
気
持
ち
も
と
て
も
理
解
で
き
る
の
で

す
が
、
自
分
の
「
好
き
」
を
追
求
し
て
「
自
己
」

を
知
る
時
間
を
作
っ
て
み
る
の
も
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

私
は
入
学
当
初
か
ら
病
院
の

管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
大
学
四
年
生

か
ら
就
職
活
動
の
一
環
と
し
て

積
極
的
に
病
院
見
学
へ
行
き
ま
し
た
。
見
学
を
す
る

こ
と
で
職
場
の
雰
囲
気
、
業
務
内
容
か
ら
病
院
の
求

め
る
人
材
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
病
院
で
は
小

論
文
の
試
験
が
多
か
っ
た
た
め
、
ゼ
ミ
の
教
授
か
ら

題
材
を
頂
き
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
出
さ
れ
て
も
自

分
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。
四
年
生
に
な
る
と
勉
強
以
外
に
も
や
る
べ
き
こ

と
が
重
な
り
、
思
い
通
り
に
行
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
今
の
頑
張
り
が
必
ず
将

来
に
繋
が
り
ま
す
。
妥
協
せ
ず
目
標
に
向
か
い
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
昔
か
ら
人
と
関
わ
る
こ

と
が
好
き
で
し
た
。
米
沢
市
に

住
ん
で
い
く
中
で
こ
の
街
が
好

き
に
な
り
、
金
融
と
い
う
面
か

ら
地
域
の
人
と
身
近
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
米

沢
信
用
金
庫
に
魅
力
を
感
じ
、
就
職
を
決
め
ま
し

た
。

　

初
め
は
編
入
学
と
就
職
で
悩
み
、
進
路
を
就
職

に
決
め
た
の
が
秋
と
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
行
っ
た
こ
と
で
状

況
が
い
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
や
面
接
練
習

な
ど
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
る
こ
と
が
大
切

で
す
。友
達
と
話
し
た
り
息
抜
き
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

県
職
員
に
な
り
四
カ
月
が
経

ち
、
徐
々
に
職
場
の
雰
囲
気
や
業

務
内
容
に
も
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
県
職
員
と
い
う
と
県
庁
や
総

合
支
庁
で
の
勤
務
を
想
像
し
て
い
た
た
め
、
高
校
の

学
校
事
務
に
配
属
さ
れ
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
民
間
企
業
も
併
願
し
て
い
ま
し
た
が
特
に
公

務
員
試
験
は
受
験
申
し
込
み
か
ら
一
次
・
二
次
試
験

ま
で
あ
っ
と
い
う
間
な
の
で
、
希
望
す
る
自
治
体
を

よ
く
知
る
こ
と
や
自
己
分
析
を
徹
底
し
て
自
分
の
強

み
を
見
つ
け
て
お
く
と
面
接
で
も
役
立
ち
心
に
余
裕

が
で
き
ま
し
た
。

　

就
活
や
公
務
員
試
験
勉
強
は
辛
い
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず
・
周
り
に
左
右
さ
れ
ず
に
自

分
の
意
思
を
最
後
ま
で
貫
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆

さ
ん
が
輝
け
る
よ
う
な
職
場
に
出
会
え
る
こ
と
を
陰

な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

新任の挨拶新任の挨拶
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友
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科

准
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授
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之

山
形
県
立
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沢
栄
養
大
学

健
康
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学
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健
康
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養
学
科

教
授

花
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山
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県
立
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学
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国
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学
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山
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県
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学

健
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史
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山
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県
立
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子
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期
大
学
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科
卒
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来

山
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賜
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業
高
等
学
校
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期
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ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現

在
ほ
ど
、
あ
る
意
味
、
人
間
と
し
て
の
生

き
方
を
問
わ
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
個
体
群
生
態
学
で
観
た
時

の
人
間
の
行
動
は
生
命
の
歴
史
に
見
る
五

回
の
大
絶
滅
で
滅
ん
だ
生
物
種
と
は
明
ら

か
に
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
更
な
る
大

惨
事
を
地
球
に
起
こ
す
の
か
、
そ
れ
と
も

と
て
つ
も
な
い
進
化
を
地
球
に
起
こ
す
の

か
、
い
よ
い
よ
そ
の
答
え
の
時
期
が
迫
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

人
間
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
力
を
も
つ

地
球
上
唯
一
の
生
命
体
で
あ
り
ま
す
。
大

学
と
は
正
に
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
力

量
を
つ
け
る
た
め
に
存
在
し
て
お
り
、
皆

さ
ん
は
そ
の
学
徒
な
の
で
す
。
様
々
な
想

い
の
あ
る
中
、
皆
さ
ん
は
数
あ
る
学
際
・

学
術
の
中
か
ら
栄
養
学
を
選
ん
だ
わ
け
で

す
。（
自
分
で
も
気
づ
か
な
か
っ
た
ほ
ど
）

こ
れ
は
決
し
て
い
い
加
減
な
気
持
ち
の
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
心
配
を
せ
ず

各
人
の
目
標
を
立
て
、
栄
養
学
と
い
う
ベ

ク
ト
ル
の
中
で
（
時
に
オ
ー
ト
マ
ト
ン
を

繰
り
返
し
て
）、
自
分
に
と
っ
て
の
幸
せ

（
自
然
）
を
つ
か
む
努
力
を
し
て
頂
け
れ

ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
は
自
分
を
磨
く
場

だ
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
一
人
暮
ら
し
す

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
目
覚
ま
し
を

か
け
て
自
分
で
起
き
上
が
り
、
登
校
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
校
ま
で
と
異
な

り
、
毎
日
点
呼
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
で
計
画
し
て
単
位
を
取
り
、
授

業
ご
と
に
〆
切
や
取
り
組
み
方
が
異
な
る

課
題
を
こ
な
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
大
学
は
社

会
に
出
る
一
歩
手
前
の
練
習
場
で
す
。
私

は
、
大
学
教
育
に
は
、
ほ
と
ん
ど
無
駄
が

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
を
書

く
こ
と
、
卒
業
研
究
を
書
く
こ
と
は
、
誰

か
の
主
張
を
可
能
な
限
り
正
確
に
把
握

し
、
そ
の
問
題
点
を
提
示
し
、
そ
の
問
題

点
の
解
決
に
知
恵
を
絞
る
と
い
う
過
程
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
社
会
で
の
営
み

と
全
く
同
じ
構
造
で
す
。
人
前
で
発
表
す

る
こ
と
は
、
自
分
が
話
す
内
容
を
他
人
に

理
解
し
て
も
ら
い
、
共
感
を
得
る
作
業
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
誰
か
と
協
同
す
る
こ
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
培
い
、

組
織
を
動
か
す
力
を
養
う
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
多
く
の
職
業
上
の
営
み
や
何
ら
か

の
活
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
は

ず
で
す
。
全
力
で
無
駄
の
な
い
二
年
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
一
年
生
全

員
の
個
別
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学

入
学
と
同
時
に
、
親
も
と
を
離
れ
て
一
人

暮
ら
し
を
始
め
た
学
生
さ
ん
が
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
入
学
か
ら
二
か
月

も
経
つ
と
、「
毎
日
の
お
弁
当
用
の
作
り

置
き
を
週
末
に
調
理
し
て
い
る
」「
課
題

は
授
業
の
空
き
コ
マ
か
、
朝
、
授
業
が
始

ま
る
前
の
時
間
に
や
っ
て
い
る
」
な
ど
、

少
し
ず
つ
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
が
掴
め
て

き
て
い
る
様
子
で
す
。
高
校
ま
で
は
学
ん

だ
こ
と
の
な
か
っ
た
科
目
が
多
く
、
初
め

て
の
期
末
試
験
を
前
に
、
高
校
ま
で
の
勉

強
方
法
で
通
用
す
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た

不
安
の
声
も
多
く
聞
き
ま
す
。
近
い
目
標

で
あ
る
、
一
つ
一
つ
の
科
目
の
ク
リ
ア
は

も
ち
ろ
ん
と
て
も
重
要
で
す
が
、
と
き
に

は
少
し
遠
く
の
、
よ
り
大
き
な
人
生
の
目

標
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
も
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
と
い
う
夢

を
叶
え
る
た
め
の
ピ
ー
ス
の
一
つ
で
す
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
活
躍
す
る
自
身
の
姿

を
思
い
描
き
な
が
ら
、
大
学
の
勉
強
や
社

会
勉
強
な
ど
、
ご
自
身
の
現
在
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

と
し
て
は
そ
れ
で
も
宜
し
い
の
で
す
が
、

内
実
は「
魂
を
入
れ
て
行
う
」も
の
で
あ
っ

て
欲
し
く
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
ど
う
い

う
結
果
に
結
び
付
こ
う
と
も
、
決
し
て
後

悔
し
な
い
秘
訣
で
あ
る
と
心
得
ま
す
。

若
々
し
く
も
二
度
と
な
い
、
四
年
乃
至
二

年
と
い
う
時
間
を
無
為
に
過
ご
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
し
い
環
境
に
馴
染
む
た

め
、
講
義
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
で
忙
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
も
ぜ
ひ
自
分
が

「
や
り
た
い
」
と
思
う
こ
と
に
挑
戦
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
大
学
は
学
び
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
自
分
を
試
し
て
成
長
さ
せ

る
絶
好
の
場
で
す
。
趣
味
に
没
頭
す
る
、

勉
強
を
究
め
る
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

課
外
活
動
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
自
分
の
可

能
性
を
広
げ
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
一
歩
が
新
た
な
自
分

の
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
「
ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
り
す
ぎ
た

な
」と
思
っ
た
ら
、し
っ
か
り
休
息
を
と
っ

て
自
分
自
身
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。
温

泉
、ス
イ
ー
ツ
、友
だ
ち
と
の
会
話
な
ど
、

あ
な
た
自
身
に
と
っ
て
の
癒
し
が
何
で
あ

る
の
か
も
じ
っ
く
り
と
探
求
し
て
く
だ
さ

い
。
米
沢
に
は
美
味
し
い
も
の
、
楽
し
い

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
充
実
し

た
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

御
入
学
後
は
や
四
か
月
経
ち
ま
し
た

が
、
銘
々
学
生
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
希
望
通
り
に
自
己
実

現
で
き
て
い
る
方
、
予
て
そ
う
望
ん
で
は

い
な
か
っ
た
も
の
の
日
々
の
生
活
を
そ
れ

な
り
に
送
る
こ
と
が
成
っ
て
い
る
方
、
も

し
か
し
た
ら
不
本
意
な
が
ら
成
り
行
き
に

任
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
、
様
々
で
あ
ろ

う
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
縁
あ
っ
て
こ
の

大
学
・
短
期
大
学
に
貴
重
な
時
間
を
充
て

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
の
で
、
ど
う

か
思
い
切
り
振
る
舞
っ
て
い
た
だ
き
た
く

思
い
ま
す
。
手
垢
の
付
い
た
、
月
並
み
な

表
現
に
な
り
ま
す
が
、
何
を
す
る
に
つ
け

て
も
、
力
一
杯
心
を
込
め
て
臨
ん
で
く
だ

さ
い
。
何
気
な
く
、
そ
れ
と
も
無
し
に
、

と
い
う
営
為
は
、
他
人
様
に
見
せ
る
態
度

　

〝
本
当
は
第
一
希
望
の
大
学
が
あ
っ
た

ん
だ
け
ど
…
〟
と
い
う
新
入
生
も
多
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
私
も
不
本
意
入

学
だ
っ
た
。子
ど
も
の
頃
か
ら「
ら
し
さ
」

を
押
し
付
け
ら
れ
る
の
が
嫌
い
で
、
漠
然

と
だ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
心
が
あ
っ
た
。

目
指
し
た
の
は
経
済
学
部
だ
っ
た
が
、
受

験
に
失
敗
し
た
。
一
人
で
も
生
き
て
い
け

る
資
格
（
＝
教
員
免
許
）
が
取
れ
る
と
い

う
だ
け
で
、
想
定
外
の
児
童
教
育
学
科
に

入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
打
ち

ひ
し
が
れ
た
が
、
意
外
に
も
専
門
の
授
業

が
楽
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
教
育
系
の
学

科
だ
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
か
か
わ
る
だ
ろ

う
か
ら
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
性
教

育
、
と
早
々
に
決
め
た
。
大
学
一
年
生
で

三
十
年
以
上
続
く
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け

て
し
ま
っ
た
。

　

経
済
学
部
に
入
学
し
て
い
た
ら
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
経
済
学
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
経
済
学

に
出
会
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
出
会

え
た
と
し
て
も
、
こ
だ
わ
っ
て
研
究
で
き

た
だ
ろ
う
か
と
も
思
う
。
私
の
例
で
恐
縮

だ
が
、
こ
ん
な
偶
然
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
…
。

役
所
の
国
際
交
流
員
と
し
て
働
く
た
め
で

し
た
。
私
の
配
属
先
は
ラ
ン
ダ
ム
で
、
ま

だ
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が

簡
単
に
手
に
入
る
前
だ
っ
た
の
で
、
行
先

が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
米
沢
は
と
て
も
寒

い
と
こ
ろ
で
雪
が
た
く
さ
ん
降
る
と
い
う

こ
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

米
沢
に
滞
在
す
る
の
は
一
、
二
年
だ
け

の
予
定
で
し
た
が
、
置
賜
地
方
の
美
し
さ

と
独
特
な
文
化
に
魅
了
さ
れ
、
食
べ
物
も

と
て
も
お
い
し
く
、
三
十
年
近
く
経
っ
た

今
で
は
こ
こ
が
私
の
故
郷
と
な
り
、
と
て

も
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
県
か
ら
こ
こ
に
来
ら
れ
た
学
生
の
皆

様
に
は
、
こ
こ
で
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご

し
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
体
感
し
て
地
元
の

学
生
と
交
流
し
て
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
悩
ん
だ
り
未
来
へ
の

不
安
な
ど
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
希
望
を

持
っ
て
必
要
な
友
情
と
サ
ポ
ー
ト
を
見
つ

け
、
そ
し
て
こ
こ
で
の
経
験
が
糧
と
な
り

将
来
へ
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
米
沢
に
来

た
の
は
、
今
か
ら
約
三
十
年
前
、
米
沢
市

新
入
生
に

伝
え
た
い
こ
と
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米
沢
女
子
短
期
大
学

日
本
史
学
科教

授

原　
淳
一
郎

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

社
会
情
報
学
科

准
教
授

中
川　
　
恵

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

英
語
英
文
学
科　
准
教
授

タ
ヴ
ァ
コ
ー
リ　
マ
ー
二
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❖山形県立米沢栄養大学
学　年 テーマ キャリア教育正課内

キャリア支援センター支援計画

個別相談 主な個別支援講座 公務員試験対策

１年次

前
期大学生活に慣
れる
管理栄養士を
職業として意
識する

◆基礎ゼミナール
◎キャリア形成ガイダンス

◎公務員ガイダンス（７月）
◆キャリアデザイン

後
期

◆管理栄養士導入教育論 ◎第１回進路希望調査（10月）
◎OB・OGの話を聞く会（10月）
◎県内企業見学バスツアー（11月）
◎教員採用試験対策講座ガイダンス（12月）

◎公務員講座（知能）
【短大合同】（２月）

２年次

前
期
自分の進路に
ついて多角的
に考える

◎キャリアガイダンス
◎キャリア支援アンケート実施

◎公務員ガイダンス
（７月）

◎インターンシップ事前講座（ビジネス
マナー講座）【短大合同】

◎公務員講座（知能）
【短大合同】（８月）

後
期

◎第２回進路希望調査（10月）
◎OB・OGの話を聞く会（10月）
◎県内企業見学バスツアー（11月）
◎教員採用試験対策講座ガイダンス（12月）

◎公務員講座（知能）
【短大合同】（２月）

３年次

前
期

希望進路に向
けての準備を
具体的に行う

◎キャリアガイダンス
◎キャリア支援アンケート実施

◎公務員ガイダンス
　（７月）

◎インターンシップ事前講座（ビジネス
マナー講座）【短大合同】

◎就職活動準備講座
◎公務員講座（上級知能）
（８月）

後
期

◎第３回進路希望調査（10月）
◎OB・OGの話を聞く会（10月）
◎就職支援サイト活用説明会（11月）
◎就活ワークショップ①（11月）
◎就活ワークショップ②③（１月）
◎県内企業見学バスツアー（11月）
◎メイクアップ講座【短大合同（２月）

◎公務員講座（上級知識）
（３月）

◎教員採用試験対策ガイダンス（12月）
◎3大学合同企業説明会(３月)
◎学内合同企業説明会（３月）

◎公務員講座（直前対策）
（３月）

４年次
前
期
進路を定めて
自ら動いて就
職・進学に結
び付ける

◎キャリア支援アンケート実施 ◎公務員試験
　模擬試験受験

◎教員採用試験　模擬試験受験 ◎公務員試験
　二次試験対策講座

◎面接・ディスカッション練習
後
期 ◎就職内定状況調査

❖山形県立米沢女子短期大学
学
年 キャリア形成の流れ 月 共　通 就職志望者向け 公務員志望者向け 編入学志望者向け

１　
　
年　
　
生

大学生活に慣
れ、自分の個
性や適性を考
える

４月 キャリア形成ガイダンス
５月 インターンシップガイダンス
６月 インターンシップ事前講座

７月 日商PC検定試験①　 公務員講座ガイダンス 小論文・英語模試
OGの話を聞く会（編入学）

８月 インターンシップ参加 公務員講座（知能）

９月

進路について
考える

10月
キャリセンガイダンス

キャリセン進路別ガイダンス（就職） キャリセン進路別ガイダンス（公務員）
公務員試験対策勉強会（～12月）全24回

キャリセン進路別ガイダンス（編入学）

11月
ピアヘルパー認定試験対
策勉強会
社会人基礎力養成講座

就活支援セミナー
就活対策強化講座①・②
OGの話を聞く会（就職）
県内企業見学バスツアー

公務員模擬試験（基礎編①）
OGの話を聞く会（公務員）

編入学ガイダンス

希望進路に向
けての準備を
具体的に行う

12月

ピアヘルパー認定試験
自己分析・PR対策講座
ES・履歴書対策講座

就活スタートガイダンス
業界勉強会
就職内定体験報告会
自己分析・PR対策講座（再掲）
ES・履歴書対策講座（再掲）

１月

面接対策講座
日商PC検定試験②

キャリアガイダンス

面接対策講座（再掲）

キャリセン進路別ガイダンス（就職）
(同左)

公務員合格体験報告会
公務員・SPI講座ガイダンス
公務員模擬試験（基礎編②）
キャリセン進路別ガイダンス（公務員）
(同左)

編入学合格体験報告会

キャリセン進路別ガイダンス（編入学）
(編入学対策及び新聞活用講座)

２月 就活ワークショップ
SPI講座、メイクアップ講座

就活ワークショップ（再掲） 公務員講座（知能）
公務員講座（知識）

３月

３月１日
広報活動開始
三大学合同企業説明会
合同企業説明会貸切バス運行（山形）
合同企業説明会貸切バス運行（仙台）

公務員講座（知識）
公務員講座（知能演習）

英語講座（高大連携事業）

２　
　
年　
　
生

進路情報を集
め、自分で動
く

４月

（キャリアガイダンス）
自己分析・PR対策講座
SPI講座
進路相談会

（キャリセン進路別ガイダンス（就職））
自己分析・PR対策講座（再掲）

（キャリセン進路別ガイダンス（公務員））
公務員試験対策勉強会（～7月）全30回

（キャリセン進路別ガイダンス（編入学））

志望理由書講座・英語講座
・小論文講座

５月
面接対策講座
面接訓練①・②
スーツ着こなし講座
グループディスカッション講座

面接対策講座（再掲）
面接訓練①・②（再掲）
第１回学内合同企業説明会

公務員模擬試験（実戦編①）小論文模試（基礎）

６月
６月１日
採用選考活動開始
第２回学内合同企業説明会

公務員模擬試験（実戦編②）
公務員業界セミナー

小論文模試（人文・社会科学系）
OGの話を聞く会（編入学）

７月
日商PC検定試験① ハローワーク活用講座 公務員試験直前ガイダンス

公務員模擬試験（実戦編③）
公務員講座ガイダンス

小論文・英語模試

進路決定時期

８月 公務員講座（知能演習）
公務員講座（直前）

９月 第１回個別企業説明会集中期間

10月
就活ワークショップ 就活ワークショップ（再掲） 公務員二次試験対策ガイダンス

公務員二次面接練習
公務員グループディスカッション講座

11月 ピアヘルパー認定試験対策勉強会 第２回個別企業説明会集中期間

短大生活の仕
上げ（進路の
確認と準備）

12月 ピアヘルパー認定試験
１月 日商PC検定試験②
２月
３月

※キャリアカウンセリング、面接訓練、資格取得支援事業は随時受け付けています。

　

栄
養
大
四
十
六
名
、
短
大
二

三
九
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

栄
養
大
、
短
大
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
沢
山
の
こ
と
に
挑
戦
し
、

有
意
義
な
学
生
生
活
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
振
興
会
の
総
会

は
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
本
学
に
て
ご
一
緒
す
る
と

い
う
ご
縁
を
大
切
に
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
未
来
に
向
け
た
大
切

な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。
一
年
間

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（教

育
振
興
会
　
事
務
局
）

◎
退
職（
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
付
）

教
授（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

寒
河
江　

豊　

昭

教
授（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

沼　

山　
　
　

博

教
授（
短
大
日
本
史
学
科
）

薗　

部　

寿　

樹

教
授（
短
大
国
語
国
文
学
科
）

高　

橋　

永　

行

准
教
授（
短
大
国
語
国
文
学
科
）

北　

口　

己
津
子

准
教
授（
短
大
国
語
国
文
学
科
）

岡　
　
　

英
里
奈

准
教
授（
短
大
社
会
情
報
学
科
）

比
留
間　

浩　

介

助
手（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

佐　

藤　

直　

人

助
手（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

大　

津　

佑　

太

嘱　
　

託

谷　

川　

七　

海

嘱　
　

託

五
十
嵐　

み
ち
る

嘱　
　

託

阿　

部　

光　

袖

嘱　
　

託

鈴　

木　

郁　

子

◎
転
出（
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
付
）

事
務
局
次
長

佐　

藤　

克　

也

総
務
主
査

鈴　

木　

美
智
子

法
人
企
画
主
査

永　

峯　

智　

子

◎
新
任
（
令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

教
授（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

花　

屋　

道　

子

教
授（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

小　

原　
　
　

仁

准
教
授（
短
大
国
語
国
文
学
科
）

小　

峰　

克　

之

准
教
授（
短
大
国
語
国
文
学
科
）

大　

沼　

太
兵
衛

准
教
授（
短
大
社
会
情
報
学
科
）

山　

田　
　
　

忍

准
教
授（
短
大
社
会
情
報
学
科
）

村　

井　

友　

樹

講
師（
短
大
日
本
史
学
科
）

桑　

林　

賢　

治

助
手（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）

北　

澤　

寧　

音

嘱　
　

託

筒　

井　

美　

乃

嘱　
　

託

河　

辺　

咲　

弥

嘱　
　

託

宮　

川　

成　

未

嘱　
　

託

安　

部　

美　

夏

嘱　
　

託

後　

藤　
　
　

浩

◎
転
入
（
令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

事
務
局
次
長

鈴　

木　

清　

晃

総
務
主
査

阿　

部　

貴　

志

法
人
企
画
主
査

髙　

橋　

優　

子

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て

御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
相
談
活
動
、
面
接

練
習
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
座
、
編
入
学
・
公
務
員
試
験
対
策

の
学
習
会
や
模
擬
試
験
等
に
よ
り
就
職
・
編
入
学
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
栄
養
大
で
は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
の
資
格
を
有
し
専
門
的
見
地
か
ら
学

生
の
個
別
相
談
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
エ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

配
置
を
、
短
大
で
は
、
小
論
文
と
英
語
に
特
化
し
た
編
入
学
入
試
対
策
と
し
て
経
験

豊
富
な
専
任
講
師
の
複
数
配
置
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
春
の
卒
業
生
の
就
職
率
は
、
短
大
で
は
九
三
・
六
％
と
対
前
年
度
比
で
減
少
し

た
も
の
の
、
栄
養
大
で
は
前
年
度
に
引
き
続
き
一
〇
〇
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
の
「
地
元
」
志
向
の
傾
向
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
様
々
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、
変
化
す
る
雇
用
情
勢
に
即
応
し
、

学
生
の
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
が
希
望
す
る
進
路
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
支
援

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ど
う
か
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

四
月
よ
り
支
援
員
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
安

部
美
夏
と
申
し
ま
す
。
米

短
を
卒
業
後
、
長
く
企
業

の
人
事
総
務
で
働
い
た
経
験
を
も
と
に
、

後
輩
で
あ
る
学
生
の
皆
さ
ん
を
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

六
月
よ
り
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ず
っ
と
高
校
生
と
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
生
の
就
職
支
援

は
初
め
て
で
す
が
、
み
な
さ
ん
に
教
え
て

頂
き
な
が
ら
学
生
さ
ん
の
希
望
が
実
を
結

ぶ
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
事
往
来

人
事
往
来

編
集
後
記

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

一
人
一
人
の
自
己
実
現
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

参
与（
兼
）副
セ
ン
タ
ー
長
　

鈴
木
　
雅
人

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
　

就
職
支
援
員

安
部
　
美
夏

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
　

就
職
支
援
員

後
藤
　
　
浩

令和６年度　キャリア支援計画

◆
臨
地
実
習

◆
卒
業
研
究

◎
求
人
情
報
等
の
情
報
提
供

◎
進
路
に
関
す
る
個
別
相
談
、
履
歴
書
添
削
、
面
接
訓
練
な
ど
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

英
語
・
小
論
文
個
別
指
導

英
語
・
小
論
文
個
別
指
導

試
　
験 試

　
験

試
　
験

Start Start Start

全学生共通
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